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人間として本当に立派なのは？

高
校
中
退
者
が

二
年
連
続
減
少

就
業
体
験
な
ど
対
策
が
効
果

　
今
年
一
月
末
に
私
が
委
員

長
を
務
め
た
県
議
会
の
委
員

会
視
察
で
、
長
崎
県
雲
仙
市

に
あ
る
、「
コ
ロ
ニ
ー
雲
仙
」

を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ニ
ー
雲
仙
」
は
、

障
害
者
の
自
立
支
援
で
は
全

国
で
も
先
駆
的
な
試
み
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
日
、
対

応
し
て
く
だ
さ
っ
た
田
島
理

事
長
の
情
熱
と
確
信
に
あ
ふ

れ
た
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　

田
島
理
事
長
は
、「
昔
、

私
は
な
ぜ
障
害
者
を
働
か
せ

る
の
か
と
、
悪
人
扱
い
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
の
中
で
一
律

に
保
護
し
て
も
、
肝
心
の
障

害
者
の
方
が
幸
せ
と
思
っ
て

お
ら
れ
な
い
ん
で
す
」
と
語

り
、
働
く
こ
と
を
中
心
に
し

た
自
立
支
援
の
在
り
方
を
全

国
に
発
信
し
続
け
、
現
在
は

長
崎
県
全
域
で
千
三
百
名
の

障
害
者
の
自
立
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
ブ
ド
ウ
栽
培
と
ワ
イ
ン
で

有
名
な
障
害
者
施
設
「
こ
こ

ろ
み
学
園
」（
栃
木
県
足
利
市
）

や
、
パ
ン
製
造
と
販
売
の
「
ス

ワ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー
」
を
訪
ね

た
時
に
も
感
じ
た
こ
と
で
す

が
、
一
生
懸
命
働
く
障
害
者

の
皆
さ
ん
の
姿
は
輝
い
て
い

ま
す
。
人
間
と
し
て
本
当
に

立
派
だ
な
、
と
い
つ
も
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
の
県
内
公

立
高
校
の
中
途
退
学
者
数
が
、

全
日
制
と
定
時
制
合
わ
せ
て
、

前
年
度
よ
り
二
百
三
十
八
人

少
な
い
三
千
二
百
三
十
七
人

で
、
二
年
連
続
で
減
少
し
、

過
去
十
四
年
間
で
最
少
と
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
十
七
年
の
西
山
質
問

を
受
け
て
、
翌
年
か
ら
県
教

育
局
の
本
格
的
な
対
策
が
始

ま
り
ま
し
た
。
中
退
率
が
高

い
県
内
の
高
校
十
五
校
（
一

年
生
）
を
対
象
に
、
就
業
体

験
活
動
な
ど
三
つ
の
中
退
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
成
果
が
出
つ

つ
あ
る
と
教
育
局
は
分
析
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
就
業
体
験
活
動
を

実
施
し
た
五
校
で
は
、
一
年

生
の
中
退
率
が
四
三
％
も
減

少
す
る
と
い
う
大
き
な
効
果

が
出
て
い
ま
す
。

卒業後の自分が
イメージできた…

中退したら
もったいない…

質問
しました！

中
退
者
の

60
％
が

一
年
生
で
す
。

見習うべきだ…

視察で感じたこと

『
ね
じ
れ
』て
い
る
の
は
民
主
党
!?

暫
定
税
率
、

高
齢
者
医
療

県
予
算
に
あ
っ
さ
り
賛
成

ねじれて
るよぉー

くるしい… 　
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定

税
率
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
対
し
て
、
国
会
で
民
主

党
は
「
反
対
」
を
旗
印
に
攻

勢
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
は

た
し
て
埼
玉
県
議
会
の
民
主

党
は
？

　
県
の
平
成
二
十
年
度
一
般

会
計
予
算
に
は
当
然
な
が
ら

暫
定
税
率
分
約
二
百
五
十
億

円
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

関
連
予
算
約
三
百
五
十
五
億

円
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

制
度
に
反
対
す
る
な
ら
、
予

算
に
つ
い
て
も
反
対
す
べ
き

と
こ
ろ
で
す
が
、
民
主
党
は

あ
っ
さ
り
賛
成
。『
ね
じ
れ

国
会
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
民
主
党
は
国
と
地
方
が

『
ね
じ
れ
』
て
い
ま
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
先
行
の
国
政
で

は
無
責
任
に
反
対
し
て
い
れ

ば
済
み
ま
す
が
、
現
場
に
近

い
地
方
議
会
で
は
そ
う
は
い

き
ま
せ
ん
。
予
定
し
て
い
た

仕
事
が
で
き
な
く
な
り
、
県

民
生
活
は
大
混
乱
し
ま
す
。

　
図
ら
ず
も
、
新
年
度
県
予

算
に
賛
成
し
た
民
主
党
県
議

諸
君
の
『
賢
明
な
判
断
』
が
、

「
政
局
優
先
・
生

活
置
き
去
り
」

と
い
う
民
主
党

中
央
の
本
音
を

浮
き
彫
り
に
す

る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。


